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ド
イ
ツ
の
歴
史
研
究
に
は
「
堅
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
ド
イ
ツ
で
も
「
文
化
史
」
の
伝
統

は
連
綿
と
続
い
て
き
て
い
る
の
だ
が
、
ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
歴
史
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

究
で
も
最
近
に
な
っ
て
「
柔
ら
か
い
」
ジ
ャ
ン
ル
が
定
着
し
た
観
が
あ
る
。

零
本
で
も
よ
う
や
く
ド
イ
ツ
文
化
史
を
概
観
す
る
試
み
が
、
可
能
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
は
、
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
序
章
と
終
章
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
①

農
民
文
化
、
②
教
会
文
化
、
③
市
民
文
化
、
④
労
働
者
文
化
、
⑤
国
民
文
化
、

⑥
大
衆
消
費
文
化
を
あ
つ
か
う
六
章
か
ら
な
り
、
①
と
②
は
長
い
時
間
を
か

け
て
緩
や
か
に
し
か
変
化
し
な
い
基
層
文
化
、
③
と
④
は
一
六
世
紀
か
ら
一

九
世
紀
に
か
け
て
近
代
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
仕
立
て
た
都
市
文
化
、
⑤
と

⑥
は
、
国
民
的
規
模
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
へ
広
が
る
現
代
的
な
表
象
と
生

活
の
文
化
で
あ
る
。
こ
の
六
章
は
そ
れ
ぞ
れ
「
事
例
研
究
漏
と
題
す
る
コ
ラ

　
　
　
②

ム
を
伴
う
。

　
序
章
（
日
置
雅
子
）
は
、
「
ド
イ
ツ
文
化
の
成
り
立
ち
」
を
三
つ
の
ト
ピ

ッ
ク
で
論
じ
る
。
ま
ず
、
紀
元
繭
後
の
古
ゲ
ル
マ
ン
社
会
が
概
観
さ
れ
る
。

次
に
、
八
、
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
よ
り
、
地
中
海
文
化
の
キ
リ
ス
ト

教
と
帝
国
が
ア
ル
プ
ス
以
北
に
移
植
さ
れ
、
そ
れ
に
農
業
革
命
（
「
三
圃
制
扁

の
導
入
）
と
レ
ー
エ
ン
制
と
い
う
要
素
を
加
え
、
新
た
な
文
化
的
枠
組
み
が

形
成
さ
れ
る
。
最
後
に
、
一
五
〇
〇
年
頃
、
ル
タ
ー
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
よ
る

ド
イ
ツ
語
話
者
へ
の
着
目
が
も
た
ら
し
た
、
中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
普
遍
主
義

か
ら
近
代
の
国
民
的
文
化
形
成
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
た
。

　
第
一
章
「
基
層
の
農
民
文
化
」
（
若
尾
祐
司
）
は
、
ま
ず
、
三
醐
制
の
農

業
に
は
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
変
化
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
農
具
の
主
要
部

分
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
も
木
材
な
の
で
、
「
木
の
文
化
」
が
生
活
の
基
本
で
あ

っ
た
。
重
量
農
耕
具
を
も
っ
て
い
る
か
否
か
が
社
会
階
層
の
区
分
の
基
準
で

あ
っ
た
。
人
ロ
密
度
が
エ
ル
ベ
以
東
で
は
希
薄
で
、
顔
で
は
密
で
あ
っ
た
の

に
対
応
し
て
、
農
業
経
営
の
規
模
も
、
①
小
農
・
貧
農
中
心
の
西
南
ド
イ
ツ
、

②
中
・
大
農
の
西
エ
ル
ベ
中
央
部
、
そ
し
て
③
東
エ
ル
ベ
の
大
農
場
に
分
け

ら
れ
る
。
①
と
②
が
旧
来
か
ら
の
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
人
ロ
成
長
を

背
景
に
農
業
利
用
面
積
の
拡
大
が
図
ら
れ
、
森
林
の
開
墾
が
進
む
。
農
民
の

社
会
階
層
分
化
も
進
む
。
他
方
、
③
の
農
村
社
会
は
大
規
模
な
領
主
農
場
の

支
配
下
に
置
か
れ
た
。
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
転
換
期
に
、
「
上
か

ら
の
改
革
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
東
エ
ル
ベ
で
は
農
場
領
主
層

が
最
大
の
利
得
者
と
な
る
。
西
南
ド
イ
ツ
で
は
年
賦
払
い
が
農
民
に
負
担
を

も
た
ら
し
、
彼
ら
の
中
に
は
「
農
民
蜂
起
し
を
起
こ
す
者
が
い
た
。
ま
た
、

移
民
が
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
一
つ
の
選
択
肢
に
な
る
。
最
後
に
、
～
九
世
紀
末

に
生
き
て
い
た
農
民
マ
リ
ー
の
人
生
を
通
じ
て
、
当
時
の
農
民
の
生
活
文
化

が
語
ら
れ
る
。

　
第
一
章
は
、
農
村
史
研
究
に
蓄
積
の
あ
る
若
尾
氏
な
ら
で
は
の
着
実
な
概

観
で
あ
る
。
安
定
し
た
情
報
に
基
い
て
、
女
性
マ
リ
ー
の
人
生
か
ら
語
ら
れ

る
～
九
世
紀
の
農
民
の
「
生
活
文
化
」
に
つ
い
て
の
叙
述
は
精
彩
あ
る
。
と
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評
flt：

崖1

は
い
え
、
彼
女
の
例
は
西
北
ド
イ
ツ
の
事
例
で
あ
り
、
類
型
ご
と
の
「
生
活

文
化
」
の
違
い
が
論
じ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
本
章
の
叙
述
は
も
っ
と
豊
か
な
も

の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
章
「
教
会
と
宗
教
文
化
」
（
下
田
淳
）
は
一
八
世
紀
ま
で
の
キ
リ
ス

ト
教
の
状
況
を
語
る
。
西
南
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
北
東
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
は
っ
き
り
し
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
ル
タ
ー
派
、
そ
し
て
改

革
派
が
主
要
三
宗
派
で
あ
っ
た
。
教
会
の
首
長
を
領
掌
君
主
が
兼
ね
る
領
邦

教
会
制
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
邦
で
は
早
く
に
完
成
す
る
が
、
教
皇
や
司

教
と
の
関
係
が
複
雑
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
［
九
世
紀
に
な
っ

て
完
成
す
る
。
次
に
、
中
世
で
は
、
非
貴
族
出
身
の
下
級
聖
職
者
は
、
「
内

縁
関
係
扁
を
も
ち
、
教
育
程
度
が
低
か
っ
た
が
、
宗
教
改
革
で
状
況
が
一
変

す
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
、
結
婚
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
独
自

の
聖
職
者
階
層
が
誕
生
し
、
牧
師
の
教
育
程
度
が
上
昇
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク

で
も
一
七
世
紀
に
は
下
級
聖
職
者
の
多
く
が
高
等
教
育
を
経
験
す
る
よ
う
に

な
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
聖
職
者
の
父
は
聖
職
者
が
突
出
す
る
が
、
知
識
人

層
か
ら
も
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
の
父
親
は
中
流
以
下

で
あ
る
。
経
済
的
に
は
、
牧
師
は
国
家
か
ら
俸
給
を
も
ら
い
、
そ
れ
は
手
工

業
者
の
収
入
程
度
で
あ
り
、
司
祭
の
収
入
は
農
民
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
一
九
世

紀
に
な
る
と
司
祭
も
国
家
か
ら
俸
給
を
も
ら
う
よ
う
に
な
る
。
聖
職
者
の

「
聖
職
扁
へ
の
専
念
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
「
世
俗
化
」
に
よ
り
可
能
と
な

っ
た
。
民
衆
は
、
中
世
以
来
の
奇
蹟
・
魔
術
信
仰
と
縁
は
切
れ
な
か
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、
ミ
サ
以
外
の
共
同
の
祈
り
、
巡
礼
、
行
列
、
信
心
会
活

動
な
ど
民
衆
と
教
会
の
接
点
は
多
様
で
あ
っ
た
。
宗
教
改
革
後
は
、
宗
派
の

教
義
を
民
衆
に
伝
道
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
る
。
と
く
に
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域

に
お
い
て
、
～
年
の
半
分
に
至
る
日
曜
と
祝
祭
日
は
、
民
衆
に
と
っ
て
は
日

常
の
憂
さ
を
晴
ら
す
機
会
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
が
祝
祭
日
の

規
制
に
乗
り
出
す
。
一
九
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
教
会
の
教
義
に
忠
実
な
人

が
増
加
し
、
伝
統
的
宗
教
文
化
の
蓑
退
が
み
ら
れ
、
他
方
宗
教
に
無
関
心
な

人
が
増
加
し
た
。

　
こ
の
章
で
は
、
一
八
世
紀
ま
で
の
「
生
活
文
化
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教

の
状
況
が
、
宗
派
ご
と
の
違
い
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
一
九
世
紀
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
も
う
少
し
説

明
が
欲
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
変
わ
り
ゆ
く
都
市
文
化
　
　
近
世
に
お
け
る
余
暇
の
成
立
と
新

し
い
生
活
様
式
」
（
山
之
内
克
子
）
で
は
、
一
七
か
ら
一
八
世
紀
に
お
け
る

都
市
内
部
の
大
転
換
を
人
々
の
時
間
概
念
の
変
化
か
ら
み
て
と
る
。
市
門
の

開
閉
が
人
々
の
昼
と
夜
を
区
分
し
た
が
、
そ
れ
は
太
陽
の
動
き
に
規
定
さ
れ

る
。
こ
れ
に
加
え
て
教
会
の
鐘
楼
と
家
長
も
活
動
時
間
を
決
定
づ
け
る
。
一

七
世
紀
か
ら
季
節
差
を
排
し
て
平
準
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
確
保
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
、
一
霞
を
均
等
な
時
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
へ
と
客
観
的
に
区
切
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
職
業
生
活
と
切
り
離
さ
れ
た
個
人
の

「
自
由
な
」
時
間
ブ
ロ
ッ
ク
が
生
じ
る
。
以
上
の
流
れ
の
な
か
で
、
ス
テ
イ

タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
郊
外
の
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

人
口
増
大
と
都
市
環
境
の
劣
悪
さ
か
ら
、
霞
然
に
囲
ま
れ
た
郊
外
地
に
新
た

な
生
活
環
境
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
人
々
の
昼
と
夜
を
規
定

す
る
市
門
の
機
能
が
弱
く
な
り
、
自
然
光
に
依
拠
し
た
生
活
サ
イ
ク
ル
か
ら

の
脱
却
が
見
ら
れ
た
。
職
と
住
が
空
問
の
レ
ベ
ル
で
分
離
し
た
。
時
間
の
レ

ベ
ル
で
も
「
労
働
時
間
」
と
「
非
労
働
時
間
」
に
分
離
し
、
「
非
労
働
時
間
」

が
「
余
暇
偏
と
み
な
さ
れ
、
新
た
な
「
余
暇
の
形
式
」
が
模
索
さ
れ
る
。
以

上
の
変
化
が
、
一
九
世
紀
以
降
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
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一
八
世
紀
の
都
市
文
化
の
新
し
い
要
素
を
、
時
間
感
覚
の
変
化
か
ら
説
得

的
に
論
じ
て
い
る
。
時
問
感
覚
の
変
化
と
絡
め
て
、
都
市
空
間
の
外
へ
の

人
々
の
生
活
の
場
の
拡
大
を
説
明
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
本
章
の
最
後

に
一
八
世
紀
の
新
し
い
要
素
が
　
九
世
紀
に
な
っ
て
本
格
的
に
展
開
し
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
山
之
内
氏
の
一
九
世
紀
に
関
す
る
研
究

成
果
を
ふ
ま
え
て
具
体
的
な
材
料
で
論
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
章
の
意
義

は
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
章
「
労
働
者
文
化
と
協
会
の
形
成
」
（
田
中
洋
子
）
は
、
労
働
者
の

協
会
を
と
り
あ
げ
る
。
一
九
世
紀
の
工
業
化
を
き
っ
か
け
に
人
々
の
生
き
方

に
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
る
。
そ
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
生
活
様
式
・
社
会

意
識
が
現
在
ま
で
続
く
ド
イ
ツ
社
会
の
原
型
と
な
る
。
そ
う
し
た
変
化
の
中

で
新
し
い
つ
な
が
り
を
求
め
て
作
り
出
さ
れ
た
の
が
協
会
で
あ
る
。
こ
れ
は

共
通
の
目
的
の
た
め
に
自
発
的
に
麗
々
が
集
ま
っ
て
形
成
す
る
集
団
で
あ
る
。

一
九
世
紀
に
入
る
前
後
か
ら
一
八
四
八
年
革
命
ま
で
市
民
の
自
由
主
義
運
動

が
協
会
を
結
成
し
、
～
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
繊
紀
初
頭
に
か
け
て
労
働
者

に
よ
る
団
体
結
成
と
な
る
。
企
業
で
の
雇
用
労
働
が
も
た
ら
し
た
条
件
と
し

て
次
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
労
働
と
非
労
働
が
は
っ
き
り
し
た
時
間
と

し
て
分
離
し
、
工
場
か
ら
出
た
後
に
自
由
に
使
え
る
時
間
と
空
間
が
誕
生
し
、

②
上
司
に
よ
る
抑
圧
か
ら
労
働
者
の
階
級
的
経
験
が
生
じ
る
。
｛
八
七
八
年

の
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
に
よ
り
政
治
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
社
会
畏
主
党
は
協

会
で
活
動
す
る
。
そ
の
結
果
市
民
の
協
会
か
ら
労
働
者
の
協
会
を
引
き
離
す

こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
九
〇
年
に
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
が
失
効
す
る
と
、
社

会
民
主
党
指
導
部
は
協
会
を
不
要
と
す
る
が
、
労
働
者
の
間
で
協
会
は
ブ
ー

ム
と
な
る
。
協
会
の
活
動
は
、
多
く
の
男
性
労
働
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
自

由
春
闘
と
な
っ
た
。
社
会
民
主
党
も
一
八
九
〇
年
代
末
か
ら
は
積
極
的
に
協

会
活
動
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
す
る
。
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
労
働
者
の
、

労
働
者
に
よ
る
、
労
働
者
の
た
め
の
協
会
が
、
体
操
協
会
、
合
唱
協
会
、
自

転
車
協
会
を
三
大
人
気
サ
ー
ク
ル
と
し
て
ド
イ
ツ
全
土
で
急
増
す
る
。
カ
ト

リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
協
会
も
同
様
の
展
開
を
見
せ
る
。
労
働

者
の
協
会
で
あ
る
が
、
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
市
民
で
あ
り
、
市
民
に
よ
る
組

織
文
化
を
う
け
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。
労
働
者
の
協
会
は
、
労
働
者
と
し
て

の
経
験
を
基
盤
に
労
働
者
と
し
て
の
団
体
を
作
る
こ
と
を
通
じ
て
、
市
民
と

な
っ
て
い
こ
う
と
い
う
二
重
の
意
味
を
も
つ
。

　
本
章
は
、
協
会
文
化
の
労
働
者
の
世
界
へ
の
普
及
が
明
快
に
論
じ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
快
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
こ
の
章
の
問
題
点
が
隠
れ
て
い

る
。　
ま
ず
、
本
章
全
体
と
し
て
、
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
の
下
で
の
協
会
の
発
展
、

お
よ
び
そ
の
鎮
圧
法
廃
止
後
の
本
格
的
展
開
、
と
い
う
見
通
し
の
も
と
様
々

な
歴
史
事
象
が
か
な
り
単
純
化
さ
れ
て
い
る
節
が
あ
る
。
そ
れ
を
強
く
感
じ

る
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
協
会
の
発
奮
の
趨
勢
が
、
労
働
者
協
会
の
発
展
と

重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
は
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
本
格
的
に
労
働
者
の
協
会
設
立
に
乗
り

出
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
史
を
知
る
者
が
＝
八
七
〇
年
代
」
と
い

う
時
期
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
連
想
す
る
の
は
、
文
化
闘
争
で
あ
ろ

う
。
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
協
会
の
発
展
の
背
景
に
は
文
化
闘
争
が
想
定
で
き

る
が
、
本
章
で
は
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
下
に
い
く
つ
か
の
協
会
が
作
ら
れ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
文
化
闘
争
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
次
に
、

「
労
働
者
の
」
協
会
が
、
章
の
大
部
分
で
労
働
者
の
た
め
と
明
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
最
終
節
に
お
い
て
市
民
と
労
働
者
の
二
重
性
の
中

に
位
概
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に
理
解
し
て
よ
い
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の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
第
五
章
「
大
衆
化
時
代
の
国
民
文
化
」
（
井
上
茂
子
）
で
は
一
九
世
紀
か

ら
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
国
民
文
化
の
変
遷
が
の
べ
ら
れ
る
。
一
九
世
紀

初
頭
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
覚
醒
す
る
。
第

一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
国
民
の
一
致
団
結
が
出
現
し
、
女
性
や
ユ

ダ
ヤ
人
も
「
ド
イ
ツ
国
民
」
に
な
ろ
う
と
す
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
で
は
、

「
社
会
の
分
裂
」
が
意
識
さ
れ
る
。
そ
の
象
徴
が
「
新
し
い
女
性
」
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
代
で
は
ま
た
様
々
な
前
衛
芸
術
が
花
開
き
、
市
民
層
と
労
働
者

層
が
同
一
の
大
衆
文
化
に
接
近
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん
だ
。
ナ
チ
政
権
が
誕

生
す
る
と
、
政
敵
の
排
除
が
進
み
、
そ
し
て
国
民
の
多
数
も
ナ
チ
支
配
を
容

認
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
敵
対
す
る
グ
ル
ー
プ
の
速
や
か
な
排
除
②

「
ナ
チ
体
制
の
功
績
」
と
思
わ
せ
る
政
策
③
新
し
い
「
ド
イ
ツ
人
」
に
よ
る

「
共
岡
体
」
の
構
築
が
あ
げ
ら
れ
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
「
ド
イ
ツ
人
」
を

結
集
す
る
政
策
を
お
こ
な
う
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
、
不
治
の

病
入
・
遺
伝
的
疾
患
を
も
つ
者
、
さ
ら
に
は
同
性
愛
者
や
常
習
的
犯
罪
者
は

「
ド
イ
ツ
人
」
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
民
族
で
あ
れ
ば
、
国
境
の
枠

を
超
え
て
優
遇
さ
れ
、
支
配
地
で
も
ゲ
ル
マ
ン
系
↓
ラ
テ
ン
系
↓
ス
ラ
ヴ
系

↓
ユ
ダ
ヤ
系
と
い
う
民
族
の
階
層
差
が
あ
っ
た
。
要
は
、
構
造
的
受
益
者
で

あ
る
「
ド
イ
ツ
人
」
は
ナ
チ
ス
の
政
策
に
反
対
が
困
難
で
あ
っ
た
。
ナ
チ
党

に
も
多
く
の
魅
力
が
あ
っ
た
。
先
端
的
芸
術
や
科
学
の
世
界
で
は
排
除
の
政

策
は
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
が
、
当
時
の
国
号
文
化
は
娯
楽
の
文
化
に
あ
っ

た
。　
本
章
は
、
一
九
世
紀
以
来
ナ
チ
ズ
ム
に
至
る
「
国
民
文
化
」
の
変
化
が
、

時
代
ご
と
に
明
快
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
ナ
チ
ズ
ム
の
時
代
に
国

民
が
ナ
チ
ス
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
論
じ
た
部
分
に
よ
り
「
生

活
文
化
扁
の
中
に
ナ
チ
ス
が
入
り
込
ん
で
き
た
状
況
が
端
的
に
説
明
で
き
て

い
る
。

　
第
六
章
「
戦
後
ド
イ
ツ
の
文
化
」
で
は
、
ま
ず
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
大
衆
文

化
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
（
水
戸
部
由
枝
）
。
無
条
件
降
伏
は
新
し
い
時
代
へ

の
希
望
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
新
し
い
時
代
の
到
来
は
、
薪
聞
・
雑
誌
・
ラ

ジ
オ
な
ど
の
文
化
面
に
み
ら
れ
た
。
五
〇
年
代
の
経
済
成
長
の
影
響
は
文
化

面
に
も
見
ら
れ
、
と
く
に
映
画
産
業
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
。
当
時
の
映

画
は
戦
争
眺
画
と
郷
土
映
画
で
あ
り
、
一
般
兵
士
は
被
害
者
で
あ
り
、
ま
た

郷
土
は
美
し
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
映
薗
に
見
ら
れ
た
伝
統
的
性
別

役
割
を
基
礎
と
す
る
家
庭
像
は
、
戦
後
の
女
性
の
現
実
と
対
立
し
て
い
た
。

若
者
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
映
画
を
拒
絶
し
、
ア
メ
リ
カ
映
画
を
好
ん

だ
。
こ
う
し
た
動
き
が
、
ナ
チ
時
代
も
戦
後
の
立
て
直
し
も
経
験
し
て
い
な

い
世
代
に
よ
る
「
六
八
年
運
動
」
に
結
実
す
る
。
こ
の
運
動
の
意
義
は
、
行

動
的
・
参
加
的
民
主
主
義
と
い
う
薪
し
い
政
治
文
化
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
に

あ
る
。

　
東
ド
イ
ツ
（
石
井
聡
）
で
は
、
就
労
者
全
体
の
八
九
．
四
％
が
国
有
企
業

に
勤
め
て
お
り
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
企
業
が
日
常
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。

効
率
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
生
産
現
場
の
状
況
の
中
で
労
働
や
職
場
の
仲

間
と
の
交
流
を
誇
り
と
す
る
伝
統
的
な
労
働
者
文
化
が
再
生
し
た
。
そ
こ
で

同
じ
職
場
の
労
働
者
十
数
名
に
よ
る
組
織
で
あ
っ
た
作
業
班
が
、
利
害
代
表

組
織
や
余
暇
の
点
で
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。

　
西
ド
イ
ツ
へ
の
移
住
民
（
井
上
茂
子
）
に
つ
い
て
、
戦
後
す
ぐ
は
東
部
か

ら
の
ド
イ
ツ
人
引
き
上
げ
者
が
問
題
に
な
る
。
そ
の
後
、
東
ド
イ
ツ
か
ら
の

逃
亡
者
が
到
来
し
、
彼
ら
な
し
に
「
経
済
の
奇
跡
」
は
な
か
っ
た
。
南
欧
諸

国
と
の
協
定
に
よ
り
ド
イ
ツ
社
会
に
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
し
な
い
外
出
皆
労
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働
者
が
導
入
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
か
ら
し
ば
ら
く
は
外
国
人
労
働
者
は
客

人
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
七
三
年
以
降
募
集
は
停
止
さ

れ
る
が
、
帰
国
し
な
い
で
世
代
が
継
が
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
と
く
に
「
ト

ル
コ
人
問
題
」
が
発
生
し
た
。
一
九
八
　
年
以
降
は
、
庇
護
申
請
者
が
急
増

し
、
誰
を
う
け
い
れ
る
か
の
政
治
問
題
が
発
生
し
た
。
外
国
人
労
働
者
を
長

期
的
視
野
な
し
に
う
け
い
れ
た
た
め
に
、
①
外
國
入
の
同
化
②
外
国
人
の
職

業
の
下
層
へ
の
固
定
③
子
ど
も
の
教
育
問
題
④
自
国
を
移
民
国
と
認
識
で
き

な
い
ド
イ
ツ
人
、
．
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し
た
。
東
ド
イ
ツ
で
も
、
政
治
難

民
、
社
会
主
義
の
兄
弟
国
、
そ
し
て
契
約
労
働
者
と
い
っ
た
形
で
移
民
を
う

け
い
れ
て
い
た
。
霊
芝
入
に
つ
い
て
公
に
論
じ
ら
れ
ず
、
偏
見
を
助
長
し
た
。

こ
こ
か
ら
右
翼
急
進
主
義
の
若
者
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
本
章
は
本
来
の
執
筆
者
で
あ
る
斎
藤
王
氏
の
逝
去
に
伴
い
執
筆
者
が
交
替

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
西
ド
イ
ツ
、
東
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
へ
の
移
民

に
つ
い
て
適
切
な
執
筆
者
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
門
生
活
文
化
」
に
つ
い
て

鮮
明
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
終
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
中
の
ド
イ
ツ
」
（
井
上
茂
子
）
で
は
再
統
～

後
の
諸
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
門
礪
が
東
を
吸
収
す
る
」
統
一
で
あ
り
、
旧

東
市
民
は
二
級
市
民
扱
い
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
東
西
の
統
～
は
全
体
と
し
て
三
分
の
二
は
完
了
し
た
と
さ
れ
る
。
ド
イ

ツ
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
の
ド
イ
ツ
扁
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
ゴ
ミ

の
減
量
と
反
原
発
と
い
う
点
で
、
ド
イ
ツ
は
環
境
先
進
国
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

は
移
民
国
と
い
う
認
識
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
以
上
、
本
書
は
、
六
つ
の
文
化
に
つ
い
て
適
切
な
人
材
を
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
執
筆
者
が
、
自
身
の
実
証
研
究
を
ふ
ま
え
担
当
す
る
文
化
に
つ
い
て
大
き

な
見
逓
し
を
の
べ
た
優
れ
た
論
考
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
事

例
研
究
」
も
各
章
の
世
界
を
さ
ら
に
膨
ら
ま
せ
る
の
に
有
益
で
あ
る
。

　
さ
て
、
書
名
の
『
ド
イ
ツ
文
化
史
入
門
繍
を
「
ド
イ
ツ
」
、
「
文
化
史
扁
、

そ
し
て
「
入
門
」
に
解
体
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
軸
に
コ
メ
ン
ト
を
の
べ
た
い
。

　
本
書
で
は
「
ド
イ
ツ
」
が
あ
た
か
も
自
明
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

時
代
を
問
わ
ず
「
ド
イ
ツ
」
の
見
直
し
が
進
み
つ
つ
あ
る
現
状
を
ふ
ま
え
る

と
、
「
ド
イ
ツ
」
に
つ
い
て
説
明
な
し
で
ド
イ
ツ
史
の
あ
る
側
面
に
つ
い
て

概
観
す
る
試
み
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
。

　
と
く
に
次
の
二
点
に
つ
い
て
は
注
意
を
促
し
た
い
。

　
第
一
に
、
序
章
に
お
い
て
ト
イ
ト
ブ
ル
ク
の
戦
い
で
ゲ
ル
マ
ン
戦
士
が

ロ
ー
マ
軍
を
撃
退
し
た
話
が
紹
介
さ
れ
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
社
会
が
語
ら
れ
る
。

し
か
し
、
彼
ら
と
現
代
の
ド
イ
ツ
人
が
直
線
的
に
つ
な
が
る
か
定
か
で
は
な

い
。
坂
井
栄
八
郎
咽
ド
イ
ツ
史
十
講
画
（
岩
波
新
書
）
一
六
頁
で
は
、
ド
イ

ツ
人
の
起
源
を
よ
り
後
の
時
代
に
移
住
し
て
き
た
部
族
に
求
め
て
い
る
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
と
い
う
外
圧
か
ら
自
国
を
守
っ
た
と
い
う
背
景
の
も
と
一
九
世
紀

以
降
の
ド
イ
ツ
人
が
、
ト
イ
ト
ブ
ル
ク
の
戦
い
を
高
く
評
価
す
る
視
点
を
、

我
々
が
無
批
判
に
共
有
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
第
二
に
、
「
ド
イ
ツ
」
に
含
ま
れ
る
か
微
妙
な
地
域
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
本
書
か
ら
読
み
と
れ
な
い
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
な
ど

の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
ま
た
「
東
エ
ル
ベ
」
に

は
、
歴
史
的
に
見
て
ド
イ
ツ
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
様
々
な
民
族
が
混
住
し

て
き
た
こ
と
は
も
う
少
し
意
識
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　
最
近
で
は
「
文
化
史
」
は
、
人
々
の
生
活
習
慣
や
慣
習
一
般
ま
で
そ
の
対

象
を
拡
大
し
て
い
る
。
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
「
文
化
史
」
は

「
生
活
文
化
の
歴
史
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
人
々
は
何
を
楽
し
み
、
ど
ん
な

喜
び
を
見
出
し
て
き
た
の
か
」
と
「
生
活
文
化
」
の
対
象
が
限
定
さ
れ
る
。
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と
は
い
え
、
「
事
例
研
究
扁
も
含
め
、
本
書
全
体
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

「
文
化
史
」
は
も
っ
と
幅
広
い
。
本
書
は
、
「
文
化
史
」
で
あ
っ
か
わ
れ
る

領
域
が
現
在
極
め
て
多
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
そ

う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
本
書
に
と
っ
て
の
門
文
化
史
」
の
も
う
少
し
詳
し
い

説
明
が
欲
し
い
。

　
こ
う
し
た
「
文
化
史
」
の
説
明
の
不
在
は
、
二
〇
年
以
上
の
門
文
化
史
」

の
蓄
積
を
も
つ
イ
ギ
リ
ス
史
や
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
史
研

究
に
お
い
て
こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
が
近
年
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
た
状
況
を
反

映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
同
じ
出
版
社
か
ら
二
〇
一
〇
年
に

刊
行
さ
れ
た
井
野
瀬
久
美
恵
編
『
イ
ギ
リ
ス
文
化
史
騙
が
、
長
谷
川
貴
彦
に

よ
る
明
晰
な
「
文
化
史
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
に
遣
い

で
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
本
書
が
誰
の
た
め
の
「
入
門
」
な
の
か
判
然
と
し
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て

お
こ
う
。
本
書
の
各
章
は
、
執
筆
者
の
実
証
研
究
の
知
見
に
基
づ
い
た
論
考

の
集
成
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
文
化
史
を
テ
ー
マ
に
し
て
何
ら
か
の
文
章
を

こ
れ
か
ら
執
筆
し
よ
う
と
い
う
人
間
に
手
本
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
他

方
、
よ
り
幅
広
い
読
者
層
に
「
ド
イ
ツ
文
化
史
」
に
「
入
門
」
し
て
も
ら
お

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
若
干
問
題
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
平
易
な
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
各
章
は
、
内
容
的

に
も
高
度
で
あ
り
、
ま
た
理
解
す
る
に
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
や
地
理
に
つ
い
て

の
そ
れ
相
応
の
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
「
文
化
史
」
の
流
れ
を
概
観
し
た
い
読
者
に
は
本
書
の
構
成
が

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
農
民
文
化
と
教
会
文
化
が
、
基
層
文
化
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、

叙
述
が
第
一
章
で
は
一
九
世
紀
ま
で
、
第
二
章
で
は
～
八
世
紀
ま
で
に
ほ
ぼ

限
定
さ
れ
、
近
代
化
の
過
程
の
中
で
両
文
化
が
大
き
く
変
化
し
た
時
期
に
つ

い
て
は
簡
単
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
宗
教
に
関
し
て
は
、
第
一

章
の
事
例
研
究
3
で
二
〇
世
紀
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

第
三
章
以
下
の
各
章
で
こ
れ
ら
基
層
文
化
と
の
関
連
が
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
近
代
化
の
中
で
基
層
文
化
が
は
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
本

書
か
ら
読
み
と
れ
な
い
。

　
次
に
、
労
働
時
間
の
変
化
と
余
暇
の
関
係
と
い
う
同
じ
視
点
か
ら
「
文

化
」
の
変
化
を
論
じ
て
い
る
第
王
章
と
第
四
章
の
関
係
が
も
う
少
し
は
っ
き

り
し
て
お
れ
ば
と
思
う
。
第
四
章
で
は
、
「
労
働
者
文
化
」
の
発
展
が
、
～

九
世
紀
に
お
け
る
都
市
の
市
民
文
化
の
発
展
を
前
提
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
四
章
で
も
一
九
世
紀
前
半
の
市
民
に
よ
る
協
会
の
発
展
に
つ
い
て
ふ

れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
三
章
に
お
い
て
｝
九
世
紀
に
か
け
て
の
市
民
文

化
の
展
開
を
も
う
少
し
詳
し
く
論
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
最
後
に
、
序
章
と
後
の
章
の
関
連
が
明
確
で
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
以
上
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
点
を
説
明
し
た
「
は
じ
め

に
」
が
あ
れ
ば
、
本
書
は
、
文
化
史
の
特
定
の
領
域
に
つ
い
て
の
優
れ
た
概

観
の
集
成
と
い
う
範
曙
を
越
え
て
、
『
ド
イ
ツ
文
化
史
入
門
臨
と
い
う
題
名

に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
内
実
を
備
え
た
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
誤
解
や
誤
読
に

つ
い
て
は
執
筆
者
と
読
者
の
ご
海
容
を
乞
う
ば
か
り
で
あ
る
。

①
評
者
の
専
門
と
す
る
一
九
世
紀
関
連
で
は
、
決
闘
を
扱
う
¢
畠
牢
Φ
＜
興
叶
．

　
肉
ミ
§
ミ
§
ミ
塁
b
巳
b
N
ミ
こ
嵩
織
ミ
じ
σ
葛
寒
ミ
。
ぎ
楠
馬
O
跨
ミ
吻
さ
§
ζ
雪
魯
①
ロ

　
一
Φ
鎗
を
先
駆
と
し
、
近
年
で
は
U
o
村
。
簿
Φ
①
じ
d
冨
曇
N
（
Φ
e
噛
し
口
鴨
織
笥
膏
〉
§
ミ
鳴
恥
．

　
瓜
ミ
ミ
蹟
黄
奪
ミ
』
§
勲
毎
｝
ミ
ミ
鴨
⑦
ミ
昼
9
奪
響
◎
透
噌
O
冨
工
9
8
。
。
＜
難
Φ
卜
⊃
〇
一
ρ

　
＞
5
ひ
q
Φ
欝
四
閑
℃
営
①
噂
b
蕊
9
§
こ
N
鴨
ミ
ミ
篭
9
ミ
ミ
ミ
ミ
向
讐
N
鴨
寒
尋
、
§
鷲
ミ
簿
譜

　
§
＼
Q
ご
い
ミ
睦
ミ
ミ
蝿
食
G
Q
越
山
も
§
㌧
男
「
磐
評
単
二
乞
①
謹
畷
O
冠
貯
鱒
O
一
〇
な
ど
。
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翻
訳
で
は
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ラ
ー
ト
カ
ウ
（
海
老
根
剛
・
森
田
直
子
訳
）
『
自
然
と

　
権
力
－
環
境
の
世
界
史
』
み
す
ず
轡
一
房
、
二
〇
一
二
年
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
文
化
史
」
研
究
の
入
門
書
と
し
て
｝
〇
三
ヨ
い
露
鳥
≦
①
耳
噂

　
き
へ
、
ミ
§
詮
ミ
忠
ミ
G
D
霞
再
ゆ
q
鍵
け
N
O
O
り
が
あ
る
。

②
事
例
研
究
の
タ
イ
ト
ル
と
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
1
章
　
1
23

第
2
章
　
1
23

第
3
章
　
1

2

ブ
ド
ウ
麗
家
と
ワ
イ
ン
業
者
（
若
尾
祐
司
）

亜
麻
栽
培
と
リ
ネ
ン
製
造
か
ら
結
婚
へ
（
若
尾
祐
司
）

農
村
を
中
心
と
し
た
食
の
文
化
史
（
南
直
人
）

魔
女
裁
判
（
日
置
雅
子
〉

近
世
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
社
会
の
中
の
〈
予
言
〉
と
く
幻
視
〉

（
蝶
野
立
彦
〉

二
十
世
紀
ド
イ
ツ
の
宗
教
と
教
会
（
尾
崎
修
治
〉

十
六
世
紀
ケ
ル
ン
の
祝
祭
と
宴
会
一
近
世
都
市
の
人
間
関
係
と

名
誉
（
高
津
秀
之
）

十
六
～
十
七
世
紀
ド
イ
ツ
の
メ
デ
ィ
ア
と
公
論
（
蝶
野
立
彦
）

3

第
4
章
　
1
23

第
5
章
　
1
23

第
6
章
　
1

2

楡
と
菩
提
樹
の
葉
陰
に
i
啓
蒙
の
舞
台
と
し
て
の
郊
外
庭
園

（
山
之
内
克
子
）

労
働
者
の
日
常
生
活
と
協
会
活
動
（
田
中
洋
子
）

労
働
者
の
食
生
活
（
南
直
人
）

サ
ッ
カ
ー
文
化
－
門
シ
ャ
ル
ケ
0
4
」
の
事
例
か
ら
（
八
林
秀

～
）

国
旗
・
国
歌
（
原
田
一
美
〉

亡
命
者
（
原
田
一
美
）

ユ
ダ
ヤ
文
化
の
記
憶
－
施
設
の
建
設
と
復
権
（
武
井
壷
口
）

戦
後
西
ド
イ
ツ
の
性
文
化
－
妊
娠
中
絶
合
法
化
運
動
（
水
戸
部

陶
枝
）
秘
密
警
察
〈
シ
ュ
タ
ー
ジ
〉
一
そ
の
本
当
の
影
響
力
（
石
井

聡
）　
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